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定量的脳核医学検査における注意点
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要　　旨

　核医学画像は，適切な補正を加えることで定量性に優れた情報を得ることができ

る。脳核医学領域では，特に脳循環代謝状態の評価や神経受容体密度の計測等に

有用である。PET による脳循環計測は 30 年以上の歴史があり，現在行われている

SPECT による簡便な血流定量，統計画像解析法の基礎となっている。また，各種

受容体密度の定量や，最近広まりつつあるアミロイドイメージングなどは，治療法

の選択や病態解析に役立つ情報が得られるため，今後の臨床応用が期待されている。

脳核医学の定量計測に関するこれまでの歴史を振り返り，各種脳血流 SPECT 製剤

の特徴と，それらを用いて検査を行う際に気を付けるべき点に関して概説し，慢性

期虚血性脳疾患の血行動態解析の方法や意義を再確認する。
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